
 

 

 

 

  

    

                                  令和元年 7月１８日発行 第 3号 

第２号に続き，校区ふれあい遠足の報告をします。今回は子

どもたちが見つけた「きらり」やふり返りを紹介します。 

７月の三部会で，にこにこ生活部会の部員が１２の作品と文

章を選びました。「どの学年も丁寧なふり返りができている。」「校区をきれいにしようとする気持ちや班員が

協力し合う姿が強く感じられた。」「家庭からの一言メッセージが子どもの気持ちに寄り添っている。」などの

意見が出ました。参加サポーターも約７０名と，校区老人クラブの皆さん，おやじの会に加えて， 

子どもたちの家族の参加が増えました。また，今年度も共同募金からの助成で，清掃用具や花の 

苗等を購入しました。活動の発信のため，子どもたちの見つけた「きらり」はポケットティシュ 

に入れて，三木町役場や各公民館，白山文化センター，ウォーキングセンターなどで利用者に 

持ち帰ってもらいます。以下，子どもたちが見つけた「きらり」と感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


